
　
「
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」に
つ

い
て
、新
任
の
山
田
セ
ン
タ
ー
長

に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、支
所
・
出
張
所
・
公

民
館
・
福
祉
ひ
ろ
ば
が
、そ
れ
ぞ
れ

個
別
に
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て

き
ま
し
た
が
、増
大
し
複
雑
化
す

る
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
３
つ
の
機
能「
地
域
振
興
」、

「
学
習
」、「
地
域
福
祉
」を
一
体
的

に
機
能
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

神
林
地
区
に
お
い
て
は
、す
で

に
地
域
づ
く
り
の
核
と
な
る
人
材

は
育
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の

で
、目
に
見
え
る
大
き
な
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、住
民
主
体
の
神

林
ら
し
い
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、今
年
度
は
、次
の
４

つ
を
中
心
に
計
画
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

①
山
雅
支
援
を
核
と
す
る
地
域
活

　
性
化

②
避
難
所
設
営
を
取
り
入
れ
た
総  

　

４
月
29
日
文
化
委
員
会
主
催
の

春
の
史
跡
め
ぐ
り
、小
諸
懐
古
園

の
旅
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

小
諸
城
の
起
源
は
、平
安
時
代

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。浅
間
山
の

火
山
灰
で
出
来
た
地
形
を
利
用
し

た
水
の
無
い「
空
堀
」と
千
曲
川
の

断
崖
で
守
ら
れ
た
要
塞
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、城
下
町
よ
り
低
い

「
穴
城
」は
全
国
的
に
も
珍
し
い
城

で
す
。

　

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
広
い
園
内
を
見
学
し
、満
開

に
な
っ
て
い
た「
小
諸
し
だ
れ
桜
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
自
由
散
策
に
な
り
、

懐
古
館
、小
山
敬
三
美
術
館
を
見

た
あ
と
、小
諸
で
６
年
あ
ま
り
を

過
ご
し「
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
」

「
破
戒
」等
を
執
筆
し
た
島
崎
藤
村

の
記
念
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

小
諸
城
の
歴
史
と
文
化
を
学
ん

だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
山
田
賢
司
セ
ン
タ
ー
長
】

①
学
校
給
食
課
課
長
補
佐（
西
部

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
）

②
笹
賀
神
戸
新
田（
菅
野
中
学
校

　

の
5
0
0
m
南
、自
転
車
通
勤
）

③
公
民
館
活
動
が
活
発
な
こ
と

　
（
出
席
率
が
高
い
こ
と
）

　
「
き
よ
り
」が
い
い
こ
と

　

意
外
と
近
い
こ
と（
距
離
も
で

　

す
が
、Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
で
知
人
が

　

け
っ
こ
う
多
い
）

【
倉
科
昌
史
主
事
】

①
建
設
部
公
園
緑
地
課
で
、都
市

　

公
園
の
維
持
管
理
を
担
当

②
笹
賀
下
二
子（
二
子
小
学
校
す

　

ぐ
そ
ば
）

③「
倉
科
姓
」が
思
っ
た
よ
り
多
い

　

こ
と
。（
初
対
面
の
人
に
必
ず
と

　

言
っ
て
い
い
ほ
ど「
神
林
の
倉

　

科
か
」と
聞
か
れ
ま
す
が
、出
身

　

は
四
賀
地
区
で
す
。）

【
辰
馬
賢
治
嘱
託
】

①
平
成
25
年
11
月
25
日
か
ら
神
林

　

公
民
館
の
臨
時
職
員

②
安
曇
野
市
穂
高（
車
で
約
50
分
、碌

　

山
美
術
館
の
近
く
で
す
。昨
年
10

　

月
に
滋
賀
県
か
ら
参
り
ま
し
た
。）

③
皆
が
あ
た
た
か
く
優
し
い
。

　
（
全
く
知
ら
な
い
土
地
で
知
ら

　

な
い
人
ば
か
り
で
不
安
で
し
た

　

が
、皆
様
の
優
し
さ
に
安
心
し

　

て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

　

り
ま
す
。）

　

ア
ル
ウ
ィ
ン
が
近
い

　
（
神
林
を
も
っ
と
も
っ
と
山
雅

　

色
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
！
）

　
合
避
難
訓
練
の
実
施

③
新
し
い
形
の
文
化
祭
づ
く
り

④
地
域
の
要
望
を
取
り
入
れ
た
交

　
通
網
づ
く
り

　

し
か
し
、ま
だ
来
た
ば
か
り
で
、

何
も
わ
か
ら
ず
、ま
ず
は
、役
職
の

皆
さ
ん
は
じ
め
、地
域
の
皆
さ
ん

と
の「
信
頼
関
係
づ
く
り
」と
併
せ

て
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

辰馬嘱託（上段一番左）、倉科主事（下段左）、山田センター長（下段中央）

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

新
任
職
員
に
質
問
し
ま
し
た
。

　
①
前
職
は
何
で
し
た
か
？

　
②
何
処
に
住
ん
で
い
ま
す
か
？

　
③
神
林
へ
来
て
感
じ
た
こ
と
は
？

　

４
月
22
日
、神
林
公
民
館
運
営

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
度

の
事
業
計
画
と
予
算
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

本
年
度
の
主
な
公
民
館
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
広
報
活
動
】

　
・
公
民
館
報
（
年
６
回
）

　
・
公
民
館
だ
よ
り
（
年
12
回
）

　
・
館
報
研
修
会

【
図
書
視
聴
覚
活
動
】

　
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

　
・
講
座
の
開
催

　
・
玄
関
ホ
ー
ル
の
演
出

【
体
育
活
動
】

　
・
運
動
会
の
開
催
（
９
月
７
日
）

　
・
球
技
大
会
の
開
催
（
３
月
８
日
）

　
・
婦
人
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
共
催

　
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
検
討

【
芸
術
文
化
活
動
】

　
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催

　
・
文
化
祭
の
開
催
（
10
月
18
日
・

　
　

19
日
）

　
・
文
化
講
演
会
の
開
催

　
・
史
跡
め
ぐ
り
の
実
施

　
・
歴
史
文
化
財
等
の
見
つ
め
直
し

【
学
習
活
動
他
】

　
・
住
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
講

　
　

座
の
開
催

　
・
地
域
団
体
等
と
の
連
携

【
人
権
啓
発
推
進
活
動
】

　
・
視
察
研
修
、
県
市
研
修
会
参
加

　
・
学
習
会
、
講
座

神
林
公
民
館

平
成
26
年
度
事
業
計
画

史
跡
め
ぐ
り
に

　
　
　
参
加
し
て

平成 26 年 5 月 1 日現在
総世帯数　　 1,816世帯
総  人  口 4,860

2,336
2,524

人
男 人

女 人
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公
民
館
活
動
を
担
う

　
　
　
　

役
員
さ
ん

運
営
委
員

町
会
長

　
　

川　

西　
　
　

塩
原　

利
文

　
　

川　

東　
　
　

古
畑　

秀
至

　
　

寺　

家　
　
　

平
栗　
　

功

　
　

南
荒
井　
　
　

藤
森　

紘
栄

　
　

町　

神　
　
　

佐
々
木
保
好

　
　

下　

神　
　
　

倉
科　

寿
男

　
　

梶
海
渡　
　

◎
小
松　

安
宏

町
内
公
民
館
長

　
　

川　

西　
　
　

塩
原　

久
和

　
　

川　

東　
　
　

三
村　

直
博

　
　

寺　

家　
　

○
藤
澤　

良
彦

　
　

南
荒
井　
　
　

丸
山　

寛
子

　
　

町　

神　
　
　

佐
々
木　

務

　
　

下　

神　
　
　

赤
羽　

利
夫

　
　

梶
海
渡　
　
　

塩
原　
　

清

館
報
編
集
委
員
長
△
上
原　
　

章

　

〃　

副
委
員
長　

櫻
井　

克
治

図
書
視
聴
覚
委
員
長　

太
田　

君
枝

　

〃　

副
委
員
長　

柴
田　

礼
子

体
育
委
員
長　
　
　

小
林　
　

隆

　

〃　

副
委
員
長　

小
松　

一
夫

　

〃　

副
委
員
長　

倉
科
恵
美
子

文
化
委
員
長　
　
　

本
澤　

宏
文

　

〃　

副
委
員
長　

上
條　

康
光

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員　

佐
々
木
茂
雄

　
　

〃　
　
　
　
　

三
村　

範
行

　
　

〃　
　
　
　
　

松
下　

秀
一

　
　

〃　
　
　
　
　

倉
科　

美
保

　
　

〃　
　
　
　
　

百
瀬　

さ
わ

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長　

淺
田　

武
門

子
ど
も
会
育
成
会
長　

上
條　

基
行

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長　

木
次
由
美
子

農
村
女
性
協
議
会
長　

上
條　

慶
子

神
林
商
工
会
長　
　

上
原　

良
友

体
育
協
会
長　
　
　

浅
田　

芳
保

学
識
経
験
者

　

菅
野
小
学
校
長　

丸
山　

邦
博

　

菅
野
中
学
校
長　

小
松　

功
明

　

二
子
小
学
校
長　

笠
原　

幸
一

館
報
編
集
委
員

　
　

川　

西　
　
　

原　
　
　

博

　
　

川　

東　
　

○
櫻
井　

克
治

　
　

寺　

家　
　
　

井
上　

治
夫

　
　

南
荒
井　
　

◎
上
原　
　

章

　
　

町　

神　
　
　

田
口　

和
利

　
　

下　

神　
　
　

唐
木　

謙
一

　
　

梶
海
渡　
　
　

倉
科　

雅
彦

図
書
視
聴
覚
委
員

　
　

川　

西　
　
　

塩
原　

典
子

　
　

川　

東　
　

○
柴
田　

礼
子

　
　

寺　

家　
　

◎
太
田　

君
枝

　
　

南
荒
井　
　
　

山
崎　

桂
子

　
　

町　

神　
　
　

青
柳
香
代
子

　
　

下　

神　
　
　

倉
科
美
知
子

　
　

梶
海
渡　
　
　

小
松　

康
代

体
育
委
員

　
　

川　

西　

幹　

塩
原　

晴
彦

　
　
　

〃　
　
　
　

實
村　

尚
喜

　
　
　

〃　
　

幹　

高
橋　

明
子

　
　
　

〃　
　
　
　

塩
原　

寿
子

　
　

川　

東　

幹　

原　
　

義
美

　
　
　

〃　
　
　
　

上
條　
　

学

　
　
　

〃　
　

幹　

古
川　

幸
枝

　
　
　

〃　
　
　
　

青
柳　

律
子

　
　

寺　

家　

幹
○
小
松　

一
夫

　
　
　

〃　
　
　
　

加
藤　

智
泰

　
　
　

〃　
　

幹　

熊
井　

夏
子

　
　
　

〃　
　
　
　

座
間　

佳
織

　
　

南
荒
井　

幹
◎
小
林　
　

隆

　
　
　

〃　
　
　
　

早
川　

尚
志

　
　
　

〃　
　

幹　

丸
山　

明
子

　
　
　

〃　
　
　
　

小
林　

貞
子

　
　

町　

神　

幹　

白
木　

一
則

　
　
　

〃　
　
　
　

松
下　

真
治

　
　
　

〃　
　

幹　

石
川　

幸
代

　
　
　

〃　
　
　
　

羽
多
野
裕
美
子

　
　

下　

神　

幹　

倉
科　

紀
生

　
　
　

〃　
　
　
　

山
本　
　

淳

　
　
　

〃　
　

幹
○
倉
科
恵
美
子

　
　
　

〃　
　
　
　

赤
羽　

和
子

　
　

梶
海
渡　

幹　

間
島　
　

實

　
　
　

〃　
　
　
　

田
中　
　

剛

　
　
　

〃　
　

幹　

松
森
ま
ゆ
み

　
　
　

〃　
　
　
　

小
松
多
佳
子

文
化
委
員

　
　

川　

西　
　
　

筒
井　

義
和

　
　

川　

東　
　
　

篠
原　

礼
仁

　
　

寺　

家　
　

○
上
條　

康
光

　
　

南
荒
井　
　
　

三
村　

康
男

　
　

町　

神　
　

◎
本
澤　

宏
文

　
　

下　

神　
　
　

巾
下　

正
義

　
　

梶
海
渡　
　
　

岡
野　

昭
雄

　

公
民
館
長　
　
　

赤
羽　

建
司

　

館
長
補
佐　
　
　

山
田　

賢
司

　

主　
　

事　
　
　

倉
科　

昌
史

　

嘱　
　

託　
　
　

辰
馬　

賢
治

◎
…
委
員
長　

○
…
副
委
員
長　

△
…
会
計　

幹
…
幹
事

※
「
体
育
指
導
員
」
の
名
称
が　

　

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
に
変

　
　

更
と
な
り
ま
し
た
。

神
林
公
民
館
委
員

神
林
公
民
館

　

ニ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
は
、先
生
と
二

人
の
生
徒
で
始
ま
り
ま
し
た
。今

年
で
10
年
程
に
な
り
ま
す
が
、現

　

長
野
県
の
温
泉

地
数
は
北
海
道
の

2
4
4
に
つ
い
で

2
2
5
と
二
位
、三

位
は
新
潟
で

1
5
3
、四
位
は
青

森
で
1
3
8
と
、数

字
を
見
る
と
改
め
て
長
野
県
に

温
泉
地
が
多
い
こ
と
を
知
る
。

（
※
環
境
省
平
成
23
年
度
温
泉
利

用
状
況
よ
り
）

　

し
か
し
今
ま
で
は
、近
く
の
温

泉
地
で
忘
年
会
を
す
る
く
ら
い

で
、他
に
は
、ほ
と
ん
ど
行
か
な
い

で
し
ま
っ
て
い
た
。

　

が
、昨
年
、「
物
味
湯
産
手
形
」と

い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

1,
2
6
0
円
で
購
入
。そ
れ
を
機

会
に
、仕
事
の
合
間
を
見
て
温
泉

め
ぐ
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

在
は
50
代
か
ら
70
代
ま
で
の
13
人

で
毎
月
第
２
、４
火
曜
日
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

編
物
は
編
針
と
糸
が
あ
れ
ば
ど

こ
で
も
出
来
て
、思
い
思
い
の
色

や
形
、自
分
だ
け
の
作
品
が
作
れ

る
の
が
魅
力
で
す
。

　

例
会
の
都
度
、お
互
い
の
作
品

を
見
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
、毎

年
神
林
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
に
出
展

す
る
様
に
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
な
ど
は
な
く
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
の
、
和
気
あ
い
あ
い
の
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　

こ
の
手
形
は
1
年
間
12
箇
所
の

温
泉
入
浴
料
が
一
回
限
り
無
料
に

な
り
、４
箇
所
程
行
く
と
元
が
取

れ
る
勘
定
に
な
る
。（
実
際
は
燃
料

代
等
が
あ
り
も
っ
と
高
く
な
っ
て

し
ま
う
が
…
）

　

結
局
昨
年
は
6
箇
所
く
ら
い
し

か
い
け
な
か
っ
た
が
、長
野
県
に

と
て
も
素
晴
し
い
温
泉
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

紅
葉
を
見
な
が
ら
渓
流
の
せ
せ

ら
ぎ
を
聞
い
た
り
、里
山
の
山
桜

と
北
ア
ル
プ
ス
を
見
な
が
ら
入
る

露
天
風
呂
は
、な
ん
と
も
い
え
な

い
至
高
の
時
間
を
与
え
て
く
れ
、

大
い
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
。

　

今
年
は
1,
3
0
0
円
に
な
っ

た
が
ま
た
購
入
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

シリーズ

神林の
サークル
20ニットクラブ
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